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周
知
の
よ
う
に
西
周
（
］
雷
＠
‐
屋
召
）
は
「
ヒ
ロ
ソ
ヒ
」
と
い
う
語

に
「
哲
学
」
と
い
う
訳
語
を
案
出
し
、
そ
の
哲
学
を
日
本
に
移
入
し

た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
彼
が
移
入
し
た
哲
学
が
ど
ん
な

も
の
だ
っ
た
の
か
を
、
以
下
で
は
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
（
。
ご
‘

冨
当
）
と
の
関
係
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
西
に
つ
い
て
語
る
と
き
哲

学
が
語
ら
れ
る
の
は
当
然
だ
と
し
て
、
同
時
に
コ
ン
ト
が
語
ら
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
た
だ
西
が
移
入
し
た
哲
学
と
、
コ
ン
ト

哲
学
と
の
関
係
が
そ
れ
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
多
く
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
（
１
）
。
本
稿
は
そ
の
空
隙
を
わ
ず
か
で
も
埋
め
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
た
だ
両
者
の
関
係
を
問
題
に
す
る
と
言
っ
て
も
、

西
周
と
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト

ｌ
西
周
に
お
け
る
哲
学
の
像
Ｉ

両
者
の
出
会
い
の
歴
史
的
経
緯
を
解
明
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
目
指

さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
で
は
両
者
の
思
想
の
い
わ
ば
論
理
的
な
関
係

を
探
っ
て
い
こ
う
と
思
う
。
つ
ま
り
、
西
が
と
く
に
コ
ン
ト
の
名
も

引
か
ず
に
語
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
議
論
内
容
か
ら
そ
こ
に
コ
ン
ト

の
影
響
を
想
定
し
う
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
問
題
に
し
て
い
き
た
い
。

そ
う
論
じ
る
こ
と
で
、
西
が
哲
学
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
て
い
た
こ

と
の
輪
郭
を
い
さ
さ
か
で
も
明
確
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
の
で
あ
る
。

本
論
に
入
る
前
に
、
西
の
生
涯
に
つ
い
て
ひ
と
通
り
述
ぺ
て
お
き

た
い
。
西
は
一
八
二
九
（
文
政
一
二
）
年
津
和
野
に
藩
医
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
一
八
一
一
一
一
一
（
天
保
三
）
年
祖
父
か
ら
儒
学
の
薫
陶

を
受
け
始
め
、
一
八
四
○
（
天
保
二
）
年
に
は
藩
校
で
朱
子
学
を

学
び
始
め
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
の
思
想
的
事
件
は
一
八
四
六
（
弘

安
孫
子
信
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化
三
）
年
の
祖
抹
学
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
朱
子
学
の
「
空

理
」
か
ら
脱
し
て
「
実
理
」
へ
西
を
目
覚
め
さ
せ
る
機
会
と
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
（
ｇ
〆
宝
）
。
’
八
四
八
（
嘉
永
一
）
年
家
業
で

あ
る
医
業
を
捨
て
一
代
還
俗
で
儒
家
と
な
る
事
を
藩
主
か
ら
命
じ
ら

れ
る
。
一
八
五
一
一
一
（
嘉
永
六
）
年
ペ
リ
ー
来
航
で
江
戸
に
調
査
で
派

遣
さ
れ
る
。
こ
こ
で
今
度
は
西
洋
文
明
と
決
定
的
に
出
会
う
こ
と
に

な
る
。
一
八
五
四
（
安
政
ご
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
・
英
語
を
学
ぶ

た
め
藩
邸
か
ら
逃
亡
脱
藩
。
す
ぐ
に
頭
角
を
現
し
、
一
八
五
七
（
安

政
四
）
年
に
は
幕
府
蕃
書
調
所
の
助
手
に
取
り
立
て
ら
れ
る
。
そ
し

て
一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
津
田
真
道
ら
と
と
も
に
幕
府
に
よ
っ
て

オ
ラ
ン
ダ
に
送
ら
れ
、
ラ
イ
デ
ン
で
経
済
学
者
シ
モ
ン
・
フ
ィ
セ
リ

ン
グ
（
⑫
．
ご
宮
①
『
旨
、
】
望
函
‐
］
巽
函
）
の
下
で
、
一
一
年
間
お
も
に
法
学
・

経
済
学
を
学
ぶ
。
一
八
六
五
（
慶
応
一
）
年
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
戻
る
。

こ
の
こ
ろ
哲
学
に
つ
い
て
の
覚
書
で
あ
る
『
開
題
門
』
を
執
筆
。
一

八
六
六
（
慶
応
二
）
年
京
都
の
将
軍
徳
川
慶
喜
の
も
と
に
赴
き
フ
ラ

ン
ス
語
の
個
人
教
授
な
ど
を
行
う
。
フ
ィ
セ
リ
ン
グ
か
ら
口
述
さ
れ

た
『
万
国
公
法
』
を
翻
訳
。
哲
学
問
答
か
ら
な
る
『
百
一
新
論
』
を

執
筆
。
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
動
乱
の
京
都
か
ら
将
軍
と
と
も
に

大
坂
へ
退
去
。
明
治
維
新
が
な
る
。
一
八
七
○
（
明
治
三
）
年
新
政

府
に
登
用
さ
れ
兵
部
省
（
の
ち
陸
軍
省
）
の
職
に
つ
く
。
自
宅
（
育

成
舎
）
で
哲
学
体
系
『
百
学
連
環
』
を
講
義
。
一
八
七
一
（
明
治
四
）

年
宮
内
省
の
職
に
つ
く
。
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
『
生
性
発
葱
』

を
執
筆
。
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
明
六
社
の
結
成
に
加
わ
る
。
『
百

一
新
論
』
、
『
到
知
啓
蒙
』
が
刊
行
さ
れ
、
「
教
文
論
」
、
「
知
説
」
な
ど

を
発
表
（
『
明
六
雑
誌
』
）
。
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
へ
ヴ
ン
『
心

理
学
』
の
翻
訳
上
・
中
巻
刊
行
。
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
へ
ヴ
ン

『
心
理
学
』
の
翻
訳
下
巻
刊
行
。
’
八
七
七
（
明
治
十
）
年
ミ
ル
『
利

学
』
を
翻
訳
。
一
八
八
○
（
明
治
一
三
）
年
「
軍
人
勅
諭
」
の
起
草

に
関
わ
る
。
官
の
要
職
を
歴
任
し
、
栄
誉
に
包
ま
れ
て
一
八
九
七
（
明

治
三
十
）
年
死
去
。

西
と
津
田
が
ラ
イ
デ
ン
大
学
教
授
フ
ィ
セ
リ
ン
グ
か
ら
個
人
教
授

を
受
け
た
の
は
「
政
事
」
諸
科
、
す
な
わ
ち
「
性
法
学
」
（
自
然
法
学
）
、

「
万
国
公
法
学
」
、
「
国
法
学
」
、
「
経
済
学
」
、
「
政
表
学
」
（
統
計
学
）

の
五
科
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
西
は
当
初
か
ら
こ
れ
ら
に
加
え
て
哲

学
を
学
ぶ
意
思
を
固
め
て
い
た
。
一
八
六
二
年
留
学
直
前
に
友
人
松

岡
隣
に
宛
て
た
手
紙
（
［
あ
］
）
、
お
よ
び
、
オ
ラ
ン
ダ
到
着
直
後
、
ラ

イ
デ
ン
大
学
日
本
語
学
教
授
ホ
フ
マ
ン
に
宛
て
た
一
八
六
三
年
の
手

紙
（
［
い
］
）
を
引
く
。

［
あ
］
「
小
生
頃
来
西
洋
之
性
理
之
学
、
又
経
済
学
杯
之
一
端
を
窺
侯

処
、
実
一
一
可
驚
公
平
正
大
之
論
二
而
、
従
来
所
学
漢
説
と
は
頗
端
を

異
―
―
し
候
処
も
有
之
哉
二
相
覚
申
侯
、
尤
彼
之
耶
蘇
教
杯
は
、
今
西

洋
一
般
之
所
奉
二
有
之
候
得
共
、
毛
之
生
た
る
仏
法
一
一
而
、
卑
随
之

二

4０ 

Hosei University Repository



つ
ま
り
西
は
発
つ
前
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
で
は
哲
学
を
学
ぶ
心
積
も
り

で
い
て
、
デ
カ
ル
ト
、
ロ
ッ
ク
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
い
っ
た
名

を
す
で
に
知
っ
て
い
た
（
［
い
］
）
。
こ
こ
で
の
哲
学
は
「
驚
く
べ
き
公

極
取
へ
き
こ
と
無
之
と
相
覚
申
侯
、
只
ヒ
ロ
ソ
ヒ
之
学
二
而
、
性
命

之
理
を
説
く
は
程
朱
一
一
も
鉄
き
、
公
順
自
然
之
道
一
一
本
き
、
経
済
之

大
本
を
建
た
る
は
、
所
謂
王
政
一
一
も
勝
り
、
合
衆
国
英
吉
利
等
之
制

度
文
物
は
、
彼
莞
舜
天
下
を
官
す
る
之
意
と
、
周
召
典
型
を
制
す
る

之
心
二
も
超
へ
た
り
と
相
覚
申
侯
、
…
」
（
ず
‐
一
‐
〆
・
【
。
‐
〕
三
①
‐
宗
一

読
←
い
）
（
２
）

［
い
］
「
欧
州
学
術
」
に
は
「
物
理
、
化
学
、
分
析
、
植
物
、
地
理
、

歴
史
及
語
学
」
の
ほ
か
に
、
「
統
計
、
法
制
、
経
済
、
政
治
及
外
交

方
面
に
於
て
も
、
幾
多
の
緊
要
な
る
学
問
は
存
す
る
な
り
。
然
る
に

こ
れ
ら
の
学
問
は
わ
が
国
に
全
然
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
生
等
の
目
的

は
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
一
切
の
学
問
を
習
得
す
る
に
あ
り
。
…
右
の
外

尚
哲
学
と
坪
ぱ
る
る
方
面
の
学
問
も
修
め
ん
と
欲
す
。
我
国
法
の
禁

断
に
属
す
る
宗
教
思
想
は
、
往
時
デ
カ
ル
ト
、
ロ
ッ
ク
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、

カ
ン
ト
等
の
唱
道
し
た
る
所
の
も
の
と
は
相
違
し
居
れ
り
。
こ
れ
ま

た
学
ぶ
に
す
こ
ぶ
る
困
難
な
る
べ
き
も
、
想
ふ
に
斯
学
の
研
究
は
わ

が
国
文
化
の
向
上
に
稗
益
す
る
と
こ
ろ
少
な
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
故
に

予
は
万
難
を
排
し
、
そ
の
一
端
な
り
と
も
学
ば
ん
と
欲
す
る
な
り
。
」

（
原
文
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
訳
を
含
め
て
、
。
【
①
‐
］
三
一
重
］
）

平
正
大
の
論
」
［
あ
ご
と
さ
れ
、
一
方
で
は
「
耶
蘇
教
」
（
キ
リ
ス

ト
教
）
（
［
あ
］
）
・
「
宗
教
思
想
」
（
［
い
］
）
と
、
他
方
で
は
諸
学
問
と

明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
哲
学

の
立
場
か
ら
、
「
毛
の
生
た
る
仏
法
に
し
て
、
卑
晒
之
極
で
あ
っ
て
取

る
べ
き
こ
と
こ
れ
な
し
」
（
［
あ
］
）
と
ま
で
言
わ
れ
、
哲
学
の
反
宗
教

性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
ト
に
出
会
う
前
か
ら
、
す
で
に
お
そ

ら
く
は
儒
学
の
姿
勢
そ
の
も
の
か
ら
し
て
、
西
は
実
証
性
に
よ
っ
て

立
つ
反
神
学
の
態
度
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

「
合
衆
国
英
吉
利
」
の
例
に
触
れ
て
、
哲
学
は
「
性
命
の
理
」
を
説
き
、

「
公
順
自
然
の
道
」
に
基
づ
き
「
経
済
の
大
本
」
を
建
て
る
も
の
と
も

さ
れ
て
い
る
（
［
い
］
）
。
お
そ
ら
く
は
や
は
り
儒
教
の
姿
勢
か
ら
の

こ
と
と
し
て
、
哲
学
は
国
家
社
会
の
秩
序
立
て
に
肝
要
な
も
の
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
コ
ン
ト
が
実
証
哲
学
を
打
ち
た
て

た
の
も
、
「
社
会
再
組
織
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
な
の
で
あ
っ
た

ヨ
ン
ト
の
処
女
作
は
『
社
会
再
組
織
に
必
要
な
科
学
的
作
業
の
プ

ラ
ン
』
（
一
八
一
一
二
）
と
題
さ
れ
て
い
る
）
。

オ
ラ
ン
ダ
で
の
哲
学
修
業
の
詳
し
い
実
態
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

た
だ
留
学
中
な
い
し
は
帰
路
に
書
か
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
覚
書
に
お

い
て
は
、
西
が
哲
学
と
い
う
こ
と
で
学
び
理
解
し
た
こ
と
が
素
の
形

で
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
「
附
載
」
を
含
む
こ
の
覚
書
『
開
題
門
』

一一一
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か
ら
引
用
し
て
、
コ
ン
ト
と
の
関
係
で
い
く
つ
か
の
点
を
確
認
し
て

？
】
凹
望
読
孕
⑦
）

い
き
た
い
。

［
う
］
「
東
士
こ
れ
を
儒
と
い
い
、
西
洲
こ
れ
を
ヒ
ロ
ソ
ヒ
と
い
う
、

皆
天
道
を
明
ら
か
に
し
人
極
を
立
つ
る
も
の
、
そ
の
実
は
一
な
り
。

…
こ
れ
を
東
士
に
徴
す
る
に
、
…
こ
の
道
に
功
な
し
、
…
唯
文
運
い

ま
だ
旺
な
ら
ず
、
日
新
な
る
も
の
た
だ
乏
し
き
の
み
、
そ
れ
西
洲
の

若
き
は
、
世
そ
の
人
に
乏
し
か
ら
ず
、
タ
レ
ス
こ
れ
を
東
に
唱
え
、

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
こ
れ
を
西
に
興
し
、
ソ
コ
ラ
テ
ス
に
基
づ
き
、
プ
ラ
ト

ー
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
盛
ん
に
し
て
、
ス
ト
イ
ッ
ク
に
継
ぎ
、
ス

カ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
衰
う
、
乃
ち
、
ベ
ー
コ
ン
、
デ
カ
ー
ト
に
至
り
再

び
こ
れ
を
振
わ
す
、
新
ヒ
ロ
ソ
ヒ
間
間
に
興
る
、
ク
ラ
ク
、
ホ
ッ
ブ

ス
の
諸
賢
輩
出
す
、
カ
ン
ト
に
振
る
い
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
盛
な
り
、
余

謂
え
ら
く
宋
儒
と
ラ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
そ
の
説
出
入
り
有
り
と
雌

も
見
る
所
頗
る
相
似
た
り
、
唯
韓
近
に
至
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ピ
ス
ム
、

櫨
証
確
実
、
弁
論
明
哲
、
将
に
大
い
に
後
学
を
補
す
る
有
ら
ん
と
す
、

是
れ
我
が
亜
細
亜
の
未
だ
見
ざ
る
所
に
し
て
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ

ン
ト
実
に
こ
れ
を
首
唱
す
、
蓋
し
理
を
胸
臆
に
取
り
、
坂
際
有
る
無

し
、
論
大
に
し
て
語
詳
な
り
と
錐
も
、
稗
す
る
所
幾
許
ぞ
、
弁
駁
相

継
ぎ
、
支
吾
互
い
に
発
す
、
謂
う
所
の
ヒ
ロ
ソ
ヒ
の
ア
ナ
ル
キ
ー
に

非
ず
や
、
こ
れ
エ
ン
ピ
リ
の
力
を
不
可
と
す
る
ゆ
え
ん
の
み
、
而
る

に
、
数
矩
に
因
る
知
否
の
術
は
秦
つ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
而
し
て

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
の
名
ま
さ
に
一
時
に
冠
た
り
…
」
（
ず
‐
】
‐
二
○
戸

こ
こ
で
は
哲
学
は
ま
だ
訳
語
な
し
で
「
ヒ
ロ
ソ
ヒ
」
（
［
う
］
［
え
］
）

の
ま
ま
で
あ
る
。
「
擦
証
確
実
、
弁
論
明
哲
」
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り

経
験
（
「
エ
ン
ピ
リ
」
）
と
論
理
（
「
数
矩
に
因
る
知
否
の
術
」
）
に
則

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
コ
ン
ト
と
ミ
ル
の
実
証
的
哲
学
が
、
西

に
よ
っ
て
、
西
洋
哲
学
の
到
達
点
と
み
な
さ
れ
評
価
さ
れ
て
い
る

（
［
う
］
）
。
し
か
も
そ
れ
は
形
而
上
学
的
哲
学
で
あ
る
「
ラ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
」
が
、
「
語
詳
な
り
」
と
い
う
、
空
理
・
駄
弁
の
「
ア
ナ
ル
キ
ー
」

状
態
に
あ
る
こ
と
と
の
対
比
で
主
張
さ
れ
て
い
て
（
［
う
］
）
、
名
前
が

明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
言
っ
て
も
、
「
神
学
的
」
↓
「
形
而
上
学

的
」
↓
「
実
証
的
」
と
い
う
人
間
精
神
発
達
の
「
三
段
階
の
法
則
」

を
主
張
す
る
コ
ン
ト
哲
学
の
立
場
が
、
こ
こ
で
は
ま
さ
に
そ
の
ま
ま

押
し
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
西
が
用
い
る
「
ア
ナ
ル
キ
ー
」
と
い

う
言
葉
自
体
、
コ
ン
ト
の
常
套
語
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
３
）
。

そ
し
て
こ
の
「
ラ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
批
判
は
こ
こ
で
は
「
宋
儒
」

［
え
］
（
附
載
文
二
）
「
曰
く
ヒ
ロ
ソ
ヒ
と
謂
う
所
の
テ
オ
ロ
ギ
と
相

反
す
と
、
ヒ
ロ
ソ
ヒ
の
主
と
す
る
所
は
天
を
知
り
神
を
究
む
る
に
在

り
、
テ
オ
ロ
ギ
は
則
ち
専
ら
古
典
に
拠
り
て
天
を
敬
し
神
に
事
う
る

を
主
と
す
、
故
に
此
は
則
ち
旧
に
依
り
て
還
ら
ず
、
彼
は
則
ち
日
に

新
に
し
て
新
し
き
真
に
近
し
、
二
者
は
固
よ
り
相
容
れ
ず
、
…
」

（
す
０
〒
』
Ｐ
Ｃ
ｍ
ｏ
０
】
い
い
へ
論
い
。
）
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批
判
と
も
つ
な
が
れ
て
い
る
。
そ
の
際
よ
り
大
き
く
「
西
洲
」
の
「
ヒ

ロ
ソ
ヒ
」
と
「
東
士
」
の
「
儒
」
と
の
対
比
は
、
「
日
新
な
る
も
の
」

（
進
歩
）
の
有
無
と
い
う
こ
と
で
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
［
う
］
）
。
科

学
革
命
の
成
功
に
裏
打
ち
さ
れ
て
生
じ
て
き
た
「
進
歩
」
の
観
念
に
、

「
三
段
階
の
法
則
」
に
よ
っ
て
定
式
化
を
与
え
た
の
が
コ
ン
ト
で
あ
る
。

こ
の
「
進
歩
」
の
有
無
こ
そ
を
、
コ
ン
ト
は
、
神
学
的
・
形
而
上
学

的
哲
学
と
実
証
的
哲
学
と
を
分
か
つ
も
の
と
認
め
、
前
二
者
に
は
停

滞
・
退
歩
を
、
後
者
に
は
前
進
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
ｅ
Ｌ
Ｕ
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
西
の
「
テ
オ
ロ
ギ
」
（
神
学
）
と
「
ヒ
ロ
ソ
ヒ
」
（
哲

学
）
の
対
比
の
議
論
（
［
え
］
）
も
、
コ
ン
ト
の
議
論
の
借
用
の
よ
う

に
見
え
る
。
西
は
こ
こ
で
は
前
者
の
「
旧
に
依
り
て
還
ら
ず
」
の
性

格
と
、
後
者
の
「
日
に
新
」
の
性
格
と
の
対
比
を
行
っ
て
い
る
の
で

あ
る
（
［
え
ご
。
さ
て
こ
の
『
開
題
門
』
中
に
は
さ
ら
に
コ
ン
ト
の
別

の
議
論
も
見
出
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
「
将
来
の
こ
と
を
謀
り
知
る
」
あ
る
い
は
「
然
る
を
知

る
」
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
と
し
て
、
「
常
」
・
「
恒
」
が
言
わ
れ
て

［
お
］
（
附
載
文
三
）
「
経
の
物
た
る
や
、
時
に
於
い
て
易
わ
ら
ず
と

な
し
、
処
に
於
て
変
わ
ら
ず
と
な
す
、
故
に
こ
れ
を
常
［
恒
］
と
い
い
、

又
こ
れ
を
恒
と
謂
う
、
唯
そ
れ
常
［
恒
］
の
み
、
故
に
人
能
く
既
往
に

因
り
て
能
く
将
来
の
こ
と
謀
り
知
る
、
唯
天
は
恒
の
み
、
故
に
此
を

推
し
て
以
っ
て
彼
の
然
る
を
知
る
」
（
ケ
ー
】
‐
巳
・
昌
践
①
）

い
る
。
こ
れ
を
、
実
証
科
学
が
前
面
に
押
し
出
す
「
法
則
」
に
対
応

さ
せ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ン
ト
に
従
え
ば
、
神
学
的
・
形

而
上
学
的
哲
学
の
知
は
現
象
の
背
後
に
恋
意
で
動
く
「
原
因
」
を
置

き
え
た
だ
け
だ
っ
た
の
が
、
実
証
科
学
は
現
象
の
「
法
則
」
を
も
た

ら
し
、
現
象
の
「
予
見
」
や
さ
ら
に
は
現
象
の
「
修
正
」
を
も
可
能

に
し
た
の
で
あ
る
。
コ
ン
ト
は
「
予
見
す
る
た
め
に
見
る
」
が
実
証

的
哲
学
の
根
本
精
神
で
あ
る
と
主
張
す
る
ｅ
‐
巴
以
下
）
。
こ
う
し

て
こ
こ
に
あ
る
「
常
」
・
「
恒
」
の
思
想
も
コ
ン
ト
哲
学
と
結
び
つ
い

て
く
る
。
『
開
題
門
』
に
は
さ
ら
に
、
「
三
段
階
の
法
則
」
と
並
ぶ
コ

ン
ト
実
証
哲
学
の
「
分
類
の
法
則
」
の
根
本
精
神
も
示
さ
れ
て
い
る
。

［
か
］
（
附
載
文
四
）
「
…
然
ら
ぱ
則
ち
そ
の
百
学
と
相
関
渉
す
る
ゆ

え
ん
の
者
は
如
何
、
曰
く
気
科
の
成
功
に
因
り
て
、
理
科
の
菰
奥
を

開
く
と
、
臂
え
ば
百
川
の
海
に
集
ま
り
、
支
流
分
流
あ
つ
ま
り
て
一

に
帰
す
が
如
し
、
臂
え
ば
大
獄
の
衆
峰
を
抽
ん
じ
、
枝
分
募
延
み
な

脈
を
此
れ
に
発
す
る
が
ご
と
し
…
。

百
科観
門
…
可
知
の
理
を
明
ら
か
に
す
る
。
〈
気
科
〉

原
学
…
学
術
相
関
渉
の
理
を
論
じ
る

原
思
（
一
・
四
８
）
…
思
弁
論
議
の
法
を
論
ず
。

原
性
（
己
留
ｓ
ｏ
一
○
ｍ
厨
）
…
心
性
の
理
を
攻
む
。

原
天
（
８
凰
・
一
・
四
・
）
…
天
地
の
故
を
観
て
、
万
有
の
情
に
通
ず
。

行
門
…
可
行
の
理
を
審
ら
か
に
す
る
。
〈
理
科
〉
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引
用
［
か
］
後
半
の
列
記
部
分
は
？
三
に
よ
っ
て
い
る
（
た
だ
し

〈
〉
内
は
引
用
者
の
解
釈
）
。
こ
こ
で
は
西
は
彼
の
言
う
哲
学
の
具
体

的
内
容
を
描
写
し
て
い
る
。
西
は
朱
子
学
の
伝
統
に
則
っ
て
、
気
は

物
質
的
・
現
象
的
な
も
の
、
理
は
道
理
的
な
も
の
と
し
つ
つ
、
気
を

自
然
科
学
の
対
象
、
理
を
人
間
科
学
の
対
象
と
い
う
よ
う
に
読
み
替

え
て
、
そ
の
上
で
哲
学
を
、
「
気
科
」
（
自
然
科
学
）
の
「
成
功
」
を

集
め
て
「
理
科
」
（
人
間
科
学
）
の
「
大
義
」
を
開
く
「
学
中
の
学
」

（
す
‐
〕
‐
巴
・
具
の
‐
三
一
函
』
）
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
こ
の
哲
学

は
「
気
科
」
に
「
理
科
」
を
基
づ
か
せ
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ

て
「
理
科
」
を
「
気
科
」
に
還
元
し
は
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
そ
れ

は
「
デ
ュ
ア
リ
ズ
ム
」
（
ワ
ー
ニ
ー
巴
ろ
［
の
‐
］
全
西
］
）
の
哲
学
で
あ
る
。

「
百
科
」
は
秩
序
立
っ
て
は
い
る
が
緩
い
仕
方
で
、
束
ね
ら
れ
て
い

こ
の
よ
う
な
学
問
総
合
の
立
場
は
コ
ン
ト
の
立
場
と
重
な
り
合
う
。

コ
ン
ト
は
哲
学
を
定
義
し
て
「
人
間
の
有
す
る
諸
概
念
の
一
般
体
系
」

と
す
る
一
方
で
、
そ
こ
で
と
り
わ
け
問
題
に
な
る
、
科
学
を
、
そ
れ

ら
の
対
象
領
域
の
単
純
・
複
雑
に
従
っ
て
、
「
数
学
・
天
文
学
・
物
理

学
・
化
学
・
生
物
学
・
社
会
学
」
の
六
科
学
の
序
列
の
形
で
示
す
の

で
あ
る
ｅ
‐
】
堂
以
下
）
。
こ
の
序
列
は
実
証
性
へ
の
到
達
速
度
の
遅

「
百
科
」
は
塾

く
の
で
あ
る
。

行
原
（
目
・
『
巳
・
の
昌
一
異
）
…
修
己
の
要
道
を
論
ず
。

政
原
（
己
○
三
＠
Ｆ
、
○
○
一
・
一
・
四
①
）
…
治
人
の
要
を
論
ず
。
」

ｓ
０
】
０
回
四
・
○
戸
の
０
］
一
一
論
い
］
）

速
も
表
し
て
い
る
。
後
続
の
科
学
は
先
行
の
科
学
の
成
果
を
受
け
継

ぎ
出
発
す
る
。
し
か
し
、
独
自
の
方
法
と
対
象
を
有
し
て
い
て
、
決

し
て
先
行
者
に
還
元
は
さ
れ
な
い
。
コ
ン
ト
六
科
学
の
内
の
「
数
学
・

天
文
学
・
物
理
学
・
化
学
・
生
物
学
」
を
西
の
「
気
科
」
に
、
ま
た

「
社
会
学
」
を
西
の
「
理
科
」
に
対
応
さ
せ
れ
ば
、
コ
ン
ト
の
「
分
類

の
法
則
」
も
、
「
気
科
」
の
「
成
功
」
に
よ
っ
て
「
理
科
」
の
「
大
義
」

を
開
く
と
主
張
す
る
も
の
、
と
見
な
し
う
る
の
で
あ
る
。
西
が
「
観

門
」
（
「
気
科
」
）
に
な
ら
べ
る
「
原
学
、
原
思
、
原
性
、
原
天
」
の
「
原

天
」
は
８
ｍ
目
○
一
・
四
ｏ
で
あ
り
、
「
行
門
」
（
「
理
科
」
）
に
な
ら
べ
る

「
行
原
、
政
原
」
の
「
政
原
」
は
Ｃ
・
一
三
の
丙
．
ｍ
・
・
三
・
四
の
で
あ
る
こ
と

を
見
て
も
、
西
の
分
類
自
身
、
コ
ン
ト
の
そ
れ
を
反
映
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
て
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、

幾
多
の
点
で
『
開
題
門
』
は
コ
ン
ト
哲
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
物
語
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

次
の
仕
事
『
百
一
新
論
』
は
、
西
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
戻
り
上
京
の

命
を
受
け
て
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
一
八
六
六
’
六
七
年
頃
に
執
筆

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
具
③
‐
］
以
下
）
。
こ
こ
で
、
『
開
題
門
』

で
の
「
ヒ
ロ
ソ
ヒ
」
が
初
め
て
「
哲
学
」
と
訳
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
タ
イ
ト
ル
も
示
唆
す
る
よ
う
に
、
先
に
は
「
百

科
」
を
束
ね
る
と
さ
れ
た
哲
学
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
百
教
」

四
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こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
百
教
一
致
」
の
真
意
は
、
「
人
の
人
た
る
道
を

教
え
る
」
（
す
‐
】
‐
田
山
．
。
【
ニ
ー
ヨ
）
と
こ
ろ
の
「
教
」
に
「
百
教
」
が
あ

っ
て
分
立
・
対
立
し
て
い
る
が
、
「
百
科
」
を
束
ね
る
哲
学
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
「
教
」
に
共
通
す
る
「
同
一
の
趣
意
」

が
明
か
さ
れ
、
「
百
教
」
の
「
一
致
」
も
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
、

と
解
釈
さ
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
コ
ン
ト
が
諸
科
学
（
「
百
科
」
）

を
総
合
す
る
実
証
的
哲
学
を
導
入
す
る
こ
と
で
実
現
し
よ
う
と
し
た

「
社
会
再
組
織
」
、
つ
ま
り
形
而
上
学
的
哲
学
に
伴
う
百
家
争
鳴
状
態

（
「
ア
ナ
ー
キ
ー
」
）
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
（
「
百
教
一
致
」
）
、
と
重

な
り
合
っ
て
こ
よ
う
。

の
「
一
致
」
を
も
実
現
さ
せ
て
い
く
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

［
き
］
「
百
教
一
致
。
…
も
と
よ
り
千
差
万
別
の
教
え
あ
れ
ば
こ
そ
、

百
教
と
は
申
し
た
れ
。
ま
た
そ
の
百
教
の
趣
き
、
極
意
の
と
こ
ろ
を

老
う
れ
ば
、
同
一
の
趣
意
に
帰
す
れ
ば
こ
そ
、
一
致
と
は
申
し
た
れ
」

（す０］０凶〕一＄○ｍ□０『四）

［
く
］
「
こ
こ
に
は
同
じ
道
理
と
は
言
っ
て
も
、
そ
の
実
は
理
に
二
通

り
あ
っ
て
、
そ
の
理
が
互
い
に
少
し
も
関
渉
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
こ
の
区
別
を
示
す
た
め
に
そ
の
一
つ

を
心
理
と
い
い
、
そ
の
一
つ
を
物
理
と
名
づ
く
で
ご
ざ
る
。
そ
の
物

理
と
は
天
然
自
然
の
理
に
し
て
、
そ
の
大
を
語
れ
ば
天
地
の
大
な
る

こ
こ
で
は
今
ま
で
の
「
気
科
」
と
「
理
科
」
の
区
別
の
代
わ
り
に
、

「
物
理
」
と
「
心
理
」
の
区
別
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
「
天
然

自
然
の
理
」
で
あ
り
「
ほ
か
な
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
も
の
で
あ
り
、

後
者
は
「
人
間
上
ば
か
り
に
行
わ
れ
る
理
」
で
「
こ
れ
に
違
わ
ん
と

欲
す
れ
ば
違
う
こ
と
も
戻
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
理
」
の
支
配
を
認
め
つ
つ
、
「
心
理
」
に
つ
い
て
、
人
為
の
介
入
も

可
と
み
な
す
こ
の
考
え
方
に
も
、
コ
ン
ト
哲
学
は
対
応
物
を
有
し
て

い
る
。
コ
ン
ト
の
「
分
類
の
法
則
」
で
も
、
複
雑
な
現
象
の
「
法
則
」

（
「
心
理
」
）
に
つ
い
て
は
、
た
だ
現
象
の
「
予
見
」
だ
け
で
な
く
現
象

へ
の
「
介
入
」
も
許
す
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
天
文
学
の
「
法
則
」

（
物
理
）
は
、
た
と
え
そ
れ
が
知
ら
れ
て
も
、
現
象
に
我
々
が
「
介
入
」

も
星
辰
の
遠
き
も
、
そ
の
小
を
語
れ
ば
一
滴
の
水
一
撮
の
土
も
、
禽

獣
よ
り
人
間
に
い
た
る
生
物
で
も
、
な
ん
で
も
か
で
も
こ
の
性
を
備

え
こ
の
理
に
ほ
か
な
る
こ
と
は
出
来
ず
、
か
り
そ
め
に
も
こ
の
理
に

戻
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
も
で
き
な
い
も
の
で
ご
ざ
る
。
し
か
れ
え
ど

も
心
理
と
は
か
く
広
い
も
の
で
は
な
く
て
、
た
だ
人
間
上
ば
か
り
に

行
わ
れ
る
理
で
、
人
間
で
な
け
れ
ば
こ
の
理
を
会
す
る
こ
と
あ
た
わ

ず
、
ま
た
人
間
な
ら
で
は
こ
の
理
を
遵
奉
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
こ

れ
も
ま
た
天
然
に
基
づ
く
と
は
い
え
ど
も
、
こ
れ
に
違
わ
ん
と
欲
す

れ
ば
違
う
こ
と
も
戻
る
こ
と
も
で
き
る
…
。
物
理
は
ア
プ
リ
オ
リ
と

言
っ
て
先
天
の
理
と
し
、
心
理
は
ア
・
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
と
言
っ
て
後

天
の
理
な
れ
ば
、
…
」
（
す
‐
］
‐
ご
『
・
●
【
二
－
一
三
）
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す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
が
、
社
会
学
の
「
法
則
」
（
「
心
理
」
）
は
、
そ

れ
が
知
ら
れ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
現
象
に
、
都
合
よ
い
よ
う

に
適
応
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
ｅ
‐
台
以
下
、
Ｏ
‐
。
‐
雷
凹
）
。
さ
ら

に
、
こ
こ
で
「
物
理
」
・
「
心
理
」
を
西
が
「
ア
プ
リ
オ
リ
」
・
「
ア
ポ

ス
テ
リ
オ
リ
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
も
、
コ
ン
ト
に
通
じ
て
い
る
。

コ
ン
ト
も
「
分
類
の
法
則
」
に
即
し
つ
つ
、
先
行
の
科
学
の
「
法
則
」

（
「
物
理
」
）
は
そ
れ
自
身
経
験
的
に
得
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
に
後
続
の
科
学
の
「
法
則
」
（
「
心
理
」
）
が
依
存
す
る
限
り
で
、

後
者
に
対
し
て
は
「
ア
プ
リ
オ
リ
」
と
な
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る

（
Ｃ
Ｏ
⑦
０
コ
］
＠
）
。

［
け
］
「
物
理
と
心
理
と
の
区
別
。
…
平
常
た
だ
理
が
あ
る
こ
と
と
の

み
心
得
て
そ
の
区
別
を
も
知
ら
ず
、
物
理
と
心
理
と
を
混
同
し
て

は
て
は
て
は
人
間
の
心
力
で
天
然
の
物
理
上
の
力
を
も
変
化
せ
ら

れ
る
よ
う
に
心
得
る
は
大
な
る
誤
り
で
は
ご
ざ
る
ま
い
か
。
…
ギ
リ

シ
ャ
人
の
ご
と
き
文
明
の
世
に
デ
ル
ヒ
の
オ
ラ
ー
ク
ル
と
い
っ
て

神
の
託
宣
と
か
…
い
っ
た
こ
と
を
信
じ
、
…
今
西
洋
で
は
こ
と
ご
と

く
信
ぜ
ぬ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
ご
ざ
る
。
…
法
や
教
と
い
う
も
の

は
、
み
な
こ
の
心
理
上
の
も
の
で
ご
ざ
る
か
ら
、
人
の
性
情
を
も
と

と
し
て
説
き
、
物
理
の
こ
と
は
少
し
も
関
係
が
ご
ざ
ら
ぬ
で
ご
ざ
る

…
」
（
ワ
ー
］
‐
四
三
以
下
、
具
ロ
ー
］
二
以
下
）

［
こ
］
「
心
理
は
物
理
を
参
考
に
す
る
。
…
物
理
と
心
理
と
を
混
同
し

て
論
じ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
ご
ざ
る
が
、
そ
の
物
理
を
参
考
に
い
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
申
す
の
は
、
人
間
も
天
地
間
の
一
物
で
ご
ざ

れ
ば
、
物
理
を
参
考
い
た
さ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
で
ご
ざ
る
。
こ
れ
は

物
理
と
申
す
う
ち
に
も
か
の
造
化
史
の
学
を
主
と
す
る
こ
と
で
ご

ざ
っ
て
、
そ
の
造
化
史
は
、
ま
ず
金
石
・
草
木
・
人
獣
の
三
域
に
つ

い
て
諸
種
の
道
理
を
論
じ
、
か
た
わ
ら
地
質
学
・
古
体
学
（
パ
レ
オ

ン
ト
ロ
ジ
Ｉ
）
な
ど
と
分
か
れ
て
、
こ
の
大
地
の
で
き
た
は
じ
め
に

か
え
り
、
ま
た
人
獣
の
部
に
て
は
ア
ン
ト
ロ
ポ
ロ
ジ
１
、
訳
し
て
人

性
学
と
い
い
、
ま
ず
比
較
の
解
剖
術
よ
り
生
理
学
・
性
理
学
（
ピ
シ

コ
ロ
ジ
ー
）
・
人
種
学
三
ト
ノ
ロ
ジ
ー
）
・
神
理
学
（
テ
オ
ロ
ジ
ー
）
・

善
美
学
三
ス
テ
チ
ー
キ
）
、
ま
た
歴
史
等
を
総
べ
論
ず
る
学
術
を

と
り
わ
け
物
理
の
参
考
に
備
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
ご
ざ
る
。
す
べ

て
か
よ
う
な
こ
と
を
参
考
に
し
て
心
理
に
徹
し
、
天
道
・
人
道
を
説

明
し
て
、
か
ね
て
教
の
方
法
を
立
つ
る
を
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
、
訳
し
て
哲

学
と
名
づ
け
、
西
洋
に
お
い
て
も
古
く
よ
り
論
の
あ
る
こ
と
で
ご
ざ

る
。
今
百
教
は
一
致
な
り
と
題
目
を
設
け
て
教
の
こ
と
を
論
ず
る
も
、

種
類
を
論
じ
た
な
ら
ば
こ
の
哲
学
の
一
種
と
も
い
う
べ
く
し
て
…
。

百
教
を
概
論
し
て
同
一
の
旨
を
説
明
せ
ん
と
に
は
よ
ほ
ど
岡
目
よ

り
百
教
を
見
下
ろ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
ご
ざ
る
。
ゆ
え
に
、
か
か

る
哲
学
上
の
論
で
は
物
理
も
心
理
も
か
ね
論
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

で
ご
ざ
る
が
、
か
ね
論
ず
か
ら
と
い
っ
て
、
混
同
し
て
論
じ
て
は
な

ら
ぬ
で
ご
ざ
る
」
（
ワ
ー
］
‐
凹
巽
．
。
【
ロ
ー
］
肩
）
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以
上
の
引
用
は
、
刊
行
物
上
で
の
「
哲
学
」
と
い
う
語
の
本
邦
初

出
箇
所
に
関
わ
る
（
［
こ
］
）
。
そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
「
哲
学
」
は
「
百

教
一
致
」
を
も
た
ら
す
教
え
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
し
て
、
こ
こ
で
の

哲
学
の
役
割
と
は
正
確
に
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
ま
ず
何

よ
り
も
「
物
理
と
心
理
と
を
混
同
す
る
」
（
［
け
］
［
こ
］
）
こ
と
を
禁

じ
る
。
「
混
同
」
は
こ
こ
で
は
物
理
を
心
理
と
取
り
違
え
る
方
向
で
働

く
と
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
デ
ル
ヒ
の
オ
ラ
ー
ク
ル
」
に
お
け

る
よ
う
に
、
「
人
間
の
心
力
で
天
然
の
物
理
上
の
力
を
も
変
化
せ
ら

れ
る
よ
う
に
心
得
る
」
［
け
］
）
と
い
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
生
じ
て

き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
…
法
や
教
と
い
う
も
の
は
、
み
な
こ
の

心
理
上
の
も
の
で
ご
ざ
る
か
ら
、
…
物
理
の
こ
と
は
少
し
も
関
係
が

ご
ざ
ら
ぬ
」
と
言
わ
れ
る
（
［
け
］
）
。
心
理
を
物
理
に
混
入
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
両
者
の
切
り
離
し
を

意
味
し
な
い
。
他
方
で
は
哲
学
は
、
物
理
が
先
立
ち
、
心
理
は
物
理

を
「
参
考
」
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
「
人
間
も

天
地
間
の
一
物
で
ご
ざ
れ
ば
、
物
理
を
参
考
い
た
さ
な
く
て
は
な
ら

ぬ
」
の
で
あ
る
（
［
こ
］
）
。
こ
こ
で
物
理
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
の
は

と
く
に
「
造
化
史
」
富
百
田
］
三
吾
邑
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
金
石
・
草

木
・
人
獣
」
の
三
域
を
含
み
、
「
人
獣
」
の
域
で
は
具
体
的
に
は
「
人

性
学
（
ア
ン
ト
ロ
ポ
ロ
ジ
ー
ピ
、
「
生
理
学
」
、
「
性
理
学
（
ピ
シ
コ
ロ

ジ
ー
）
」
、
「
人
種
学
三
ト
ノ
ロ
ジ
ー
）
」
、
「
神
理
学
（
テ
オ
ロ
ジ
ー
）
」
、

「
善
美
学
ニ
ス
テ
チ
ー
キ
）
」
、
「
歴
史
」
等
が
扱
わ
れ
る
と
い
う

（
［
三
）
。
そ
し
て
、
「
す
べ
て
か
よ
う
な
こ
と
を
参
考
に
し
て
心
理
に

徹
し
、
天
道
・
人
道
を
説
明
し
て
、
か
ね
て
教
の
方
法
を
立
つ
る
を

ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
」
と
言
い
、
自
分
は
そ
れ
を
「
訳
し
て
哲
学
と
名
づ
け

［
る
］
」
と
西
は
続
け
る
の
で
あ
っ
た
（
［
こ
］
）
。
こ
う
し
て
物
理
か
ら

発
し
て
心
理
に
至
り
、
そ
の
全
体
に
拠
っ
て
「
人
の
人
た
る
道
を
教

え
る
」
（
「
教
」
）
の
が
「
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
開

題
門
』
の
「
気
科
の
成
功
に
因
り
て
、
理
科
の
葱
奥
を
開
く
」
（
［
か
己

と
い
う
哲
学
像
の
再
確
認
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
際
に
も

見
た
よ
う
に
、
こ
の
哲
学
像
は
、
自
然
科
学
（
数
学
・
天
文
学
・
物

理
学
・
化
学
・
生
物
学
）
か
ら
始
ま
り
人
間
科
学
（
社
会
科
学
）
に

至
る
諸
学
問
を
「
分
類
の
法
則
」
に
よ
っ
て
束
ね
る
こ
と
か
ら
成
る
、

コ
ン
ト
の
哲
学
像
と
ま
さ
に
重
な
り
合
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
な
る
哲
学
は
、
西
に
よ
れ
ば
、
十
分
な
「
岡
目
」
（
［
こ
］
）
に
立

ち
え
て
、
互
い
に
争
っ
て
い
る
「
百
教
」
の
「
一
致
」
を
も
た
ら
し

う
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
コ
ン
ト
が
、
実
証
精
神
こ
そ
が
「
［
社
会
学

を
通
じ
て
］
す
べ
て
を
人
類
に
結
ぶ
こ
と
で
、
個
的
か
つ
集
団
的
な
知

的
調
和
を
完
全
に
安
定
的
に
構
築
す
る
」
ｅ
‐
岩
）
と
言
う
の
と
ま

さ
に
符
合
し
て
い
る
。
本
邦
初
出
の
「
哲
学
」
が
指
し
示
し
て
い
る

の
は
、
こ
う
し
て
コ
ン
ト
哲
学
の
像
で
あ
っ
た
と
言
い
え
よ
う
。

さ
き
の
『
開
題
門
』
が
コ
ン
ト
の
『
プ
ラ
ン
』
（
一
八
一
一
二
）
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
次
に
見
る
『
百
学
連
環
』
は
コ
ン
ト
の
『
実
証
哲

五
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学
講
義
』
（
一
八
三
○
’
四
一
一
）
に
あ
た
る
も
の
と
な
る
。
「
百
学
連

環
」
は
＠
国
・
言
一
・
℃
８
旨
の
意
味
で
あ
る
が
、
『
開
題
門
』
そ
し
て
『
百

一
新
論
』
で
構
想
と
し
て
の
み
提
示
さ
れ
た
哲
学
が
、
こ
こ
で
は
具

体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
く
。
加
え
て
言
え
ば
、
コ
ン
ト
の
場
合
と
同

様
、
「
百
学
連
環
」
も
一
八
七
○
年
に
西
に
よ
っ
て
自
宅
私
塾
で
ま
ず

は
口
述
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
の
定
義
」
と
し
て
は
「
＆
の
、
。
】
ｇ
ｏ
の
。
【

量
の
ロ
８
ｍ
」
つ
ま
り
「
諸
学
の
上
た
る
学
」
が
与
え
ら
れ
、
「
ヒ
ロ
ソ

ヒ
ー
は
諸
学
の
統
括
に
し
て
、
国
民
の
国
王
に
於
け
る
が
如
く
、
諸

学
皆
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
に
至
り
て
一
致
の
統
括
に
帰
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」

（
ワ
ー
ニ
‐
〕
左
）
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
哲
学
に
お
い
て
は
「
諸
学
」
の

「
統
括
」
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
コ
ン
ト
の
「
人
間
の
有
す
る
諸
概
念

の
一
般
体
系
」
（
ｏ
‐
］
皇
一
）
と
い
う
哲
学
の
見
方
は
こ
れ
と
別
の
も
の

で
は
な
い
。
他
方
で
コ
ン
ト
が
見
る
の
と
同
じ
「
進
歩
」
の
証
拠
と

し
て
、
ま
さ
に
実
証
主
義
へ
と
至
る
ま
で
の
「
哲
学
の
歴
史
」
が
語

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

［
さ
］
「
東
洲
の
儒
学
。
…
孔
孟
の
学
派
を
連
綿
と
相
続
し
来
る
。
…

西
洲
の
学
者
の
如
き
は
、
太
古
よ
り
連
綿
其
学
を
受
け
る
と
い
え
ど

も
、
各
々
の
発
明
に
依
っ
て
前
の
学
者
の
説
を
打
ち
消
し
た
だ
動
か

す
べ
か
ら
ざ
る
の
こ
と
の
み
を
取
る
が
故
に
、
次
第
に
開
け
次
第
に

新
た
な
る
に
及
く
り
。
西
洲
哲
学
の
根
源
は
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
と

し
、
…
。
ア
テ
ネ
第
一
の
学
者
は
旨
己
ｏ
ｍ
ｇ
ｏ
ｏ
－
に
於
て
夛
昌
の
い

す
で
に
『
開
題
門
』
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
哲
学
史
を
た
ど
り
つ

つ
西
が
日
本
へ
導
入
す
べ
き
哲
学
と
し
て
提
示
す
る
の
が
、
コ
ン
ト

（
そ
し
て
ミ
ル
）
の
実
証
的
哲
学
な
の
で
あ
る
。
西
の
理
解
に
よ
れ
ば

実
証
的
哲
学
は
西
洋
哲
学
の
到
達
点
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
「
空
理

上
の
学
」
が
こ
こ
で
「
実
理
上
の
学
」
へ
と
転
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

今
見
た
哲
学
史
自
身
の
理
解
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
コ
ン
ト
の

「
三
段
階
の
法
則
」
は
そ
の
ま
ま
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

な
る
人
あ
り
。
此
人
を
以
て
西
洲
哲
学
の
元
祖
と
す
。
…
［
そ
の
後
、

シ
ロ
貝
言
目
ロ
豊
シ
ロ
自
侭
・
国
ｍ
か
ら
始
ま
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
ま
で
の
哲

学
史
が
語
ら
れ
る
］
・
実
理
上
哲
学
。
此
学
の
根
元
は
仏
人
オ
ー
ゴ

ス
ト
・
コ
ン
ト
、
お
よ
び
英
人
ヒ
ュ
ー
エ
ル
お
よ
び
ジ
ョ
ン
・
ス
チ

ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
な
り
。
ミ
ル
な
る
人
は
当
今
尚
存
命
な
る
べ
し
。

此
三
人
の
以
前
は
空
理
上
の
学
な
り
し
が
、
此
オ
ー
ゴ
ス
ト
よ
り
始

め
て
実
理
上
の
学
に
至
れ
り
。
其
説
に
昏
局
の
憲
冨
と
て
、
事
物
の

開
け
は
神
、
空
、
実
の
三
シ
の
場
合
を
踏
に
あ
り
と
言
え
り
。
当
今

の
ミ
ル
氏
に
至
り
て
総
て
の
学
た
る
も
の
大
に
開
く
に
及
ぺ
り
…
」

＆
‐
←
‐
］
＄
以
下
）

［
し
］
「
近
来
仏
国
の
シ
ロ
、
口
器
ｏ
・
目
ｏ
な
る
人
の
発
明
せ
し
語
に
、

す
べ
て
何
事
に
も
あ
れ
最
初
よ
り
都
合
よ
く
遂
げ
る
も
の
に
あ
ら

ず
、
そ
れ
を
遂
げ
ん
に
は
里
緒
①
即
ち
、
舞
台
、
あ
る
い
は
場
と
訳

す
る
字
に
し
て
、
そ
の
場
所
三
つ
あ
り
、
初
め
の
一
つ
よ
り
次
第
に
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こ
う
し
て
コ
ン
ト
哲
学
の
一
一
つ
の
理
論
的
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
三

段
階
の
法
則
」
は
き
わ
め
て
忠
実
に
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
他
方
の

柱
で
あ
る
「
分
類
の
法
則
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
と
し
て
の
提
示
は

な
い
（
提
示
は
『
生
性
発
菌
』
す
‐
］
‐
ｓ
ま
で
な
い
）
。
た
だ
そ
れ
に
つ

な
が
る
こ
と
と
し
て
、
「
心
理
と
物
理
の
関
係
」
が
こ
こ
で
は
次
の
よ

う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

二
つ
を
経
て
、
第
一
一
一
に
至
り
て
止
ま
る
と
云
え
り
。
そ
の
第
一
の
場

所
と
は
弓
８
一
・
四
ｏ
巳
⑫
（
僧
③
即
ち
神
学
家
、
第
一
一
は
己
の
【
ｇ
ご
号
巴

の
【
緒
の
即
ち
空
理
家
、
第
一
一
一
は
ロ
・
昌
言
輿
僧
①
即
ち
実
理
家
、
こ

こ
に
至
り
始
め
て
止
ま
る
と
云
え
り
。
す
べ
て
斯
く
の
ご
と
き
も
の

に
て
、
そ
の
第
一
第
二
の
場
所
を
踏
む
長
短
、
久
不
久
は
あ
り
て
そ

の
実
理
に
至
る
の
遅
速
あ
り
と
い
え
ど
も
、
皆
第
三
の
場
所
を
踏
ま

ざ
れ
ば
、
実
理
に
至
る
の
道
あ
ら
さ
る
な
り
」
（
ず
‐
←
‐
望
）

［
す
］
「
西
洋
近
来
に
至
り
て
は
物
理
大
に
開
け
、
曰
自
①
言
房
目
の
説

に
学
は
物
理
に
あ
り
と
言
う
に
至
れ
り
。
然
れ
ど
も
こ
れ
ま
た
沈
溺

す
る
の
説
に
し
て
あ
な
が
ち
従
う
べ
き
に
あ
ら
ず
。
心
理
の
学
な
き

と
き
は
礼
儀
の
道
も
自
ず
か
ら
廃
す
る
に
至
る
べ
し
。
併
シ
近
来
は

物
理
の
心
理
に
勝
ち
得
る
甚
だ
大
な
り
と
す
。
凡
そ
物
理
の
開
く
に

従
う
て
心
理
も
ま
た
変
易
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
…
。
心
理
は
物
理
に

従
う
て
変
易
す
る
が
故
に
、
物
理
は
心
理
よ
り
も
学
の
主
と
し
て
重

ん
ず
べ
き
も
の
に
見
ゆ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
物
理
を
使
役
す
る
も
の

以
上
の
引
用
か
ら
窺
え
る
の
は
、
『
百
一
新
論
』
の
執
筆
年
二
八

六
六
’
七
年
）
か
ら
『
百
学
連
環
』
の
講
義
年
（
一
八
七
○
年
）
ま

で
、
明
治
維
新
を
は
さ
ん
で
の
数
年
間
に
問
題
が
変
化
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
物
理
と
心
理
と
を
混
同
さ
せ
な
い
こ
と
が
変
わ
ら
ず

の
課
題
で
あ
る
が
、
前
者
で
は
、
心
理
が
物
理
を
飲
み
込
む
こ
と
（
「
デ

ル
ヒ
の
オ
ラ
ー
ク
ル
」
（
［
け
］
）
）
が
問
題
と
さ
れ
、
物
理
を
物
理
と

し
て
立
て
、
そ
れ
に
基
づ
け
て
心
理
を
打
ち
立
て
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
た
の
が
、
こ
こ
で
は
、
物
理
が
心
理
を
飲
み
込
む
こ
と

（
「
己
自
の
１
塁
目
】
」
（
［
す
］
）
）
が
問
題
と
さ
れ
、
心
理
が
物
理
を
「
使

役
す
る
」
［
す
］
）
こ
と
、
「
先
心
理
開
け
て
物
理
開
け
」
（
［
せ
］
）
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
心
理
を
先
立
て
て
、
そ
れ
に
物
理
を
従
わ
せ
る

こ
と
が
む
し
ろ
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
『
開
題
門
』
以

来
の
、
物
理
↓
心
理
と
い
う
体
系
化
の
序
列
の
逆
転
が
生
じ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
、
コ
ン
ト
の
数
学
↓
．
：
↓
社
会
学
と
い
う

「
分
類
の
法
則
」
か
ら
の
離
反
を
も
意
味
し
う
る
事
態
で
あ
る
。
こ
の

逆
転
の
理
由
、
真
相
は
何
な
の
か
。

［
せ
］
「
心
理
物
理
互
い
に
関
渉
す
る
も
の
な
り
と
言
え
ど
も
、
先
心

理
開
け
て
物
理
開
け
、
物
理
開
け
て
心
理
益
々
明
ら
か
な
り
」

ｅ
‐
←
‐
ご
欄
外
）

は
心
理
に
し
て
、
物
理
は
心
理
に
役
せ
ら
る
る
に
至
る
な
り
」

（
す
０
←
’
四
コ
）
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ま
ず
は
、
物
理
が
そ
の
行
き
過
ぎ
が
心
配
さ
れ
る
ほ
ど
に
発
展
し

て
き
た
、
と
い
う
認
識
が
西
に
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

物
理
に
対
す
る
ブ
レ
ー
キ
役
と
し
て
押
し
出
さ
れ
う
る
ほ
ど
に
心
理

も
発
展
し
て
き
た
、
と
い
う
認
識
も
西
に
生
じ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ

独
り
立
ち
し
て
い
な
い
物
理
を
盛
り
立
て
、
そ
こ
で
の
成
果
に
依
拠

し
て
心
理
も
確
立
し
て
い
く
と
い
う
、
『
開
題
門
』
以
来
の
課
題
が
克

服
さ
れ
、
こ
こ
で
の
西
の
問
題
は
、
物
理
も
心
理
も
一
定
の
発
展
を

遂
げ
た
次
の
局
面
の
も
の
に
移
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
仮

に
そ
う
だ
と
し
て
、
こ
こ
で
の
西
の
態
度
変
更
は
、
必
ず
し
も
コ
ン

ト
哲
学
か
ら
の
離
脱
で
は
な
い
。
コ
ン
ト
自
身
が
、
形
而
上
学
的
段

階
↓
実
証
的
段
階
、
そ
し
て
実
証
的
段
階
内
で
の
数
学
↓
天
文
学
↓

物
理
学
↓
・
・
・
と
い
う
事
柄
の
推
移
に
お
い
て
、
形
而
上
学
的
段
階
の

居
座
り
の
問
題
視
か
ら
、
実
証
的
段
階
が
一
定
進
行
し
た
後
で
、
た

と
え
ば
数
学
が
居
座
る
こ
と
の
問
題
視
へ
と
、
論
点
を
移
動
さ
せ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
普
遍
数
学
批
判
と
い

う
形
を
取
っ
た
。
「
自
然
現
象
の
実
証
的
説
明
に
必
要
と
さ
れ
る
法

則
を
た
だ
一
つ
に
還
元
し
よ
う
と
望
む
こ
と
は
、
遠
い
将
来
に
わ
た

っ
て
無
謀
な
こ
と
と
み
な
さ
れ
よ
う
」
（
の
‐
］
‐
観
以
下
）
、
「
ま
と
も

に
自
然
を
探
究
す
れ
ば
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
知
性
が
欲
す
る
ほ
ど

に
は
結
び
つ
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
」
ｅ
‐
桜

以
下
）
な
ど
と
主
張
し
て
、
コ
ン
ト
は
普
遍
数
学
の
考
え
方
（
西
の

言
う
冒
皀
①
ヨ
昌
厨
ョ
）
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
際
に
は
数
学
の

後
続
の
諸
科
学
、
場
合
に
よ
っ
て
は
社
会
学
（
心
理
）
か
ら
遡
っ
て

数
学
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
必
要
も
生
じ
る
の
で
あ
る
。

［
そ
］
「
…
総
目
次

総
論緒
言

学
域

学
術
技
芸

学
術
の
方
略
（
日
の
目
Ｕ

新
到
知
学

真
理

第
一
編
普
通
学
（
８
目
目
目
ｍ
・
宮
８
）

第
一
歴
史

第
二
地
理
学

第
一
一
一
文
章
学
（
二
の
『
昌
忌
）

第
四
数
学

第
二
編
殊
別
学
（
で
塁
・
巳
貰
い
・
宮
。
。
）

第
一
心
理
上
学
（
言
①
］
］
①
呂
邑
ｍ
Ｃ
言
○
の
）

神
理
学
（
二
の
巳
・
聖
）

哲
学
－
到
知
学
（
一
・
四
・
）

性
理
学
（
で
里
＆
二
・
四
）

理
体
学
（
自
己
・
空
）

名
教
学
（
ｏ
三
・
）

政
理
家
の
哲
学
（
己
・
一
三
８
一
己
二
・
巴
已
］
）
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こ
う
し
て
結
局
『
百
学
連
環
』
が
主
張
す
る
諸
科
学
の
分
類
は
、

「
総
目
次
」
（
［
そ
］
）
に
示
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。
「
一
理
の
万
事
に
係

る
普
通
」
を
扱
う
「
普
通
学
」
か
ら
始
め
、
「
唯
一
事
に
関
す
る
特
殊
」

を
扱
う
「
殊
別
学
」
へ
進
む
と
い
う
、
一
般
か
ら
特
殊
へ
と
い
う
流

れ
自
身
は
コ
ン
ト
の
「
分
類
の
法
則
」
に
従
う
が
、
後
者
が
「
心
理
」

か
ら
始
め
「
物
理
」
に
終
わ
る
と
い
う
進
行
は
、
こ
れ
ま
で
西
が
押

し
立
て
て
い
た
流
れ
と
は
、
そ
し
て
コ
ン
ト
自
身
の
「
分
類
の
法
則
」

の
流
れ
と
は
、
逆
に
な
っ
て
い
る
。
「
先
心
理
開
け
て
物
理
開
け
」

（
［
せ
］
）
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
そ
の
理
由
が
［
す
］
［
せ
］
に
関
し
て
述
べ
た
よ
う
な
事
情
だ
っ

た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
結
局
は
コ
ン
ト
に
合
致
さ
せ
て
見
て
い
く
こ

佳
趣
論
（
周
⑫
ｓ
三
○
の
）

哲
学
の
歴
史
（
雪
ぎ
こ
・
谷
二
・
８
℃
ご
）

実
理
上
哲
学
（
勺
・
叩
言
ぐ
＠
勺
二
・
８
℃
ご
）

政
事
学

制
産
学
（
己
○
三
８
］
①
８
口
・
目
巨
）

計
誌
学
（
叩
重
宣
冨
）

第
一
一
物
理
上
学
（
で
ご
巴
・
巳
の
Ｃ
】
の
ｏ
①
）

格
物
学
（
巳
ご
ｍ
宮
）

天
文
学

化
学

造
化
学
（
ご
塁
』
三
三
号
Ｑ
）
」

ｅ
‐
←
‐
二
以
下
）

と
が
可
能
で
あ
る
。
コ
ン
ト
の
『
実
証
哲
学
講
義
』
（
全
六
巻
）
で
は

数
学
↓
…
↓
社
会
学
と
、
数
学
（
「
物
理
」
）
か
ら
始
ま
り
社
会
学
（
「
心

理
」
）
に
至
る
進
行
が
主
張
さ
れ
て
い
た
が
（
一
、
一
一
、
三
巻
）
、
こ

う
し
て
成
立
す
る
社
会
学
（
「
心
理
」
）
が
そ
れ
で
は
何
を
行
う
の
か

と
言
え
ば
、
そ
れ
は
諸
科
学
（
数
学
・
天
文
学
・
物
理
学
…
つ
ま
り

「
物
理
こ
の
進
歩
の
歴
史
を
改
め
て
語
る
の
で
あ
っ
た
（
四
、
五
、

六
巻
）
。
後
半
三
巻
を
そ
れ
と
し
て
取
り
出
せ
ば
、
「
先
心
理
開
け
て

物
理
開
け
」
（
［
せ
］
）
の
順
に
な
っ
て
い
る
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
『
百
一
新
論
』
ま
で
の
西
は
『
実
証
哲
学
講
義
』
の
前
半

三
巻
の
位
置
に
お
り
、
『
百
学
連
環
』
で
の
西
は
『
実
証
哲
学
講
義
』

の
後
半
三
巻
の
位
置
に
い
る
と
い
っ
た
解
釈
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
『
百
学
連
環
』
が
コ
ン
ト
『
実
証
哲
学
講
義
』
の
社
会
学
の

部
分
だ
け
を
扱
っ
て
い
る
と
見
な
す
と
す
れ
ば
、
「
普
通
学
」
↓
「
殊

別
学
」
の
「
普
通
学
」
に
数
学
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
・
地
理
学
・

文
章
学
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
、
コ
ン
ト
に
は
直
ち
に
認
め
が
た

い
事
態
も
了
解
さ
れ
よ
う
。
実
は
コ
ン
ト
自
身
が
そ
の
社
会
学
に
お

い
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
社
会
学
は
当
然
な
が
ら
常
識
的
意
味

で
の
歴
史
・
地
理
学
・
文
章
学
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
る
。
別
所
（
『
知

説
』
で
の
西
に
従
え
ば
、
「
普
通
学
」
と
は
、
心
理
と
物
理
の
「
両

理
を
記
載
解
釈
す
る
の
具
」
な
の
で
あ
る
（
ワ
ー
］
‐
一
ｓ
石
戸
。
‐
ｇ
ｃ
）
。

こ
の
よ
う
な
科
学
以
前
の
常
識
的
知
識
は
コ
ン
ト
で
は
分
類
か
ら
外

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
置
い
た
と
し
て
も
そ
れ
は
コ
ン
ト
に
反
す

る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
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こ
う
し
て
大
き
く
は
コ
ン
ト
哲
学
に
従
う
『
百
学
連
環
』
講
義
か

ら
、
さ
ら
に
三
年
後
に
執
筆
さ
れ
た
『
生
性
発
葹
』
で
西
は
、
コ
ン

ト
へ
の
さ
ら
に
接
近
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
、

こ
の
書
は
、
西
の
そ
れ
以
降
の
コ
ン
ト
哲
学
か
ら
の
離
脱
を
引
き
起

こ
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
生
性
発
菌
』
で

は
文
字
通
り
の
心
理
と
物
理
の
「
統
括
」
の
試
み
が
辿
ら
れ
、
そ
れ

が
失
敗
す
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
実
際
は
イ
ギ
リ
ス
の
実
証
主
義
者

Ｇ
・
Ｈ
・
ル
イ
ス
（
罠
ゴ
ー
］
雪
的
）
の
旱
⑯
図
８
四
息
葺
旦
函
身
ご
ミ
ミ

、
ミ
さ
菖
曽
（
］
函
ご
）
の
コ
ン
ト
紹
介
部
分
と
（
ピ
ミ
冨
啄
、
萱
冒
＆
ご

旦
言
函
・
言
§
（
冨
出
）
の
か
な
り
の
部
分
（
第
一
部
後
半
、
⑫
、
昌
目

×
二
’
×
×
己
の
ほ
ぼ
翻
訳
だ
け
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

そ
れ
は
中
断
さ
れ
て
い
る
。
物
理
と
心
理
と
の
橋
渡
し
、
と
く
に
生

理
と
心
理
と
の
橋
渡
し
を
コ
ン
ト
の
生
物
学
の
哲
学
（
『
実
証
哲
学

講
義
』
第
三
巻
後
半
）
を
引
き
つ
つ
（
翻
訳
し
つ
つ
）
果
た
そ
う
と
し

た
が
そ
れ
は
な
ら
な
か
っ
た
、
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
作
業
は
中
断
さ

れ
た
、
そ
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
（
具
室
急
）
。

［
た
］
ヨ
ン
ト
の
百
学
の
模
範
。
…
所
謂
基
本
五
学
の
内
に
て
、
天

文
よ
り
、
格
物
に
至
り
、
格
物
よ
り
、
化
学
に
到
る
ま
で
は
、
既
に

往
時
よ
り
、
諸
賢
哲
の
発
明
を
へ
て
、
今
日
の
盛
に
、
馴
致
し
ぬ
れ

一ハ

こ
こ
で
西
は
、
『
生
性
発
蕊
』
に
お
け
る
探
究
を
「
生
体
学
」
（
生

物
学
）
に
絞
っ
て
い
く
理
由
を
、
「
人
間
学
」
（
社
会
学
）
と
の
対
比

で
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
天
文
学
（
「
天
文
」
）
↓
物
理
学
（
「
格

物
」
）
↓
化
学
と
進
ん
で
き
て
、
コ
ン
ト
は
そ
こ
ま
で
は
既
存
の
成
果

に
拠
っ
て
い
る
だ
け
で
さ
し
て
「
功
労
」
は
な
い
、
と
西
は
言
う
。
し

ば
、
コ
ン
ト
も
、
唯
其
の
部
属
の
法
を
、
定
め
た
る
の
み
に
て
、
さ

ま
で
の
功
労
も
な
き
こ
と
な
る
に
、
有
機
性
体
の
二
学
、
即
ち
、
生

体
学
、
人
間
学
に
至
り
て
は
、
名
を
さ
え
に
新
た
に
命
じ
た
る
者
に

て
、
…
之
を
立
つ
る
こ
と
の
、
一
大
難
事
た
る
は
、
言
わ
ず
し
て
知

る
べ
し
。
是
れ
コ
ン
ト
も
、
か
の
人
間
学
の
一
要
部
た
る
、
新
教
門

を
創
立
せ
ん
と
し
て
、
自
ら
過
て
る
所
な
り
。
然
る
に
…
此
の
人
間

学
と
い
う
の
は
、
其
の
一
を
、
モ
ラ
ル
・
ル
リ
ジ
オ
ン
の
学
と
し
、

其
の
一
を
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
の
学
と
し
、
其
の
一
を
ロ
ウ
（
綱
紀
法
律
）

の
学
と
す
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
然
る
に
此
諸
学
は
、
縦
え
全
く
、

実
理
の
方
法
に
、
本
づ
か
ざ
る
も
、
既
に
許
多
の
学
科
あ
り
て
、
中

に
は
、
確
乎
不
抜
の
発
明
も
、
少
な
か
ら
ず
。
唯
教
門
の
み
は
、
尚

謬
誕
多
く
、
所
謂
神
理
学
、
理
外
の
見
解
を
、
免
る
る
能
は
ず
と
雛

も
、
敬
畏
信
の
三
シ
の
者
の
、
性
理
上
の
見
象
た
る
は
、
亦
証
ゆ
可

ら
ざ
る
者
あ
り
。
故
に
、
是
亦
多
少
の
功
労
を
積
ま
ぱ
、
所
謂
る
統

一
の
観
を
得
る
も
、
亦
難
か
ら
ざ
る
所
な
る
に
、
独
り
如
何
せ
ん
、

生
体
学
に
至
り
て
は
、
未
だ
其
基
礎
を
、
見
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
併

せ
て
、
材
料
も
乏
し
と
す
」
ｅ
‐
】
０
ｓ
）
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か
し
、
そ
の
後
に
来
る
「
有
機
体
性
の
二
学
」
、
つ
ま
り
生
物
学
（
「
生

体
学
」
）
と
社
会
学
（
「
人
間
学
」
）
で
は
コ
ン
ト
は
「
名
さ
え
新
た
に

命
じ
る
」
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
困
難
と
闘
っ
て
い
る
、
と
西

は
認
め
る
。
そ
の
う
ち
し
か
し
社
会
学
に
つ
い
て
は
、
仮
に
「
実
理

の
方
法
」
に
よ
っ
て
い
な
く
て
も
「
確
乎
不
抜
の
発
明
」
も
多
々
あ

り
、
「
多
少
の
功
労
を
積
ま
ぱ
」
そ
れ
の
完
成
も
得
ら
れ
よ
う
と
、
西

は
比
較
的
楽
観
的
な
見
通
し
を
述
べ
、
そ
れ
に
対
し
て
む
し
ろ
生
物

学
に
つ
い
て
は
悲
観
的
に
、
そ
れ
の
重
大
な
困
難
を
指
摘
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

社
会
学
（
心
理
）
に
対
す
る
こ
の
楽
観
的
姿
勢
は
ど
こ
か
ら
来
る

の
か
。
コ
ン
ト
自
身
で
は
生
物
学
ま
で
は
す
で
に
実
証
的
段
階
に
達

し
て
い
て
、
社
会
学
の
創
出
こ
そ
が
残
さ
れ
た
大
課
題
と
さ
れ
て
い

た
。
実
際
、
西
は
「
新
教
門
［
コ
ン
ト
の
人
類
教
］
を
創
立
せ
ん
と

し
て
、
自
ら
過
て
る
」
と
コ
ン
ト
自
身
に
も
生
じ
た
、
社
会
学
設
立

に
伴
う
困
難
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
「
教
門
」
問
題
を

め
ぐ
っ
て
さ
え
も
西
は
楽
観
を
貫
く
（
「
敬
畏
信
の
三
シ
の
者
の
、
性

理
上
の
見
象
た
る
は
、
亦
証
ゆ
可
ら
ざ
る
者
あ
り
」
）
。
こ
こ
に
根
本

的
に
あ
る
の
は
『
百
学
連
環
』
で
も
見
ら
れ
た
、
心
理
そ
の
も
の
で

の
一
種
の
達
成
感
で
あ
る
。
こ
れ
は
東
洋
で
は
す
で
に
、
「
実
理
の
方

法
」
な
し
で
も
、
社
会
そ
し
て
社
会
思
想
が
一
定
の
完
成
を
得
て
い

る
と
の
自
信
を
背
景
に
し
て
の
こ
と
の
よ
う
に
も
見
え
る
ヨ
ン
ト

の
社
会
学
で
は
「
モ
ラ
ル
・
ル
リ
ジ
オ
ン
」
、
「
ポ
リ
テ
イ
ー
ク
」
、
「
ロ

ウ
」
の
三
側
面
だ
け
が
有
意
味
で
、
他
に
取
る
べ
き
も
の
は
な
い
か

こ
こ
で
詳
説
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
物
理
と
心
理
の
関
係
と
言
っ

て
も
、
「
格
物
化
学
よ
り
、
生
理
に
至
る
ま
で
は
」
、
つ
ま
り
、
物
理

と
生
理
と
の
間
に
は
す
で
に
「
大
船
橋
」
が
で
き
て
い
て
、
問
題
は

の
よ
う
な
語
り
方
を
西
は
し
て
い
る
）
。
お
そ
ら
く
こ
う
し
て
、
西
の

問
題
は
心
理
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
物
理
と
心
理
の
「
統
括
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
要
の
場
所
に
位
置
づ
く
「
生
体
学
」
に
彼

の
関
心
は
向
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

［
ち
］
「
然
る
に
、
格
物
化
学
を
以
っ
て
、
生
理
を
開
く
こ
と
は
、
既

に
、
従
来
よ
り
、
物
理
家
、
医
門
等
に
て
、
講
究
す
る
と
こ
ろ
な
れ

ば
、
其
間
、
名
師
哲
匠
鮮
な
か
ら
ず
、
就
中
、
近
日
生
元
の
説
、
白

旗
を
表
し
た
る
に
至
り
て
は
、
物
理
家
の
凱
歌
、
遠
邇
に
轟
け
り
、

故
に
、
格
物
化
学
よ
り
、
生
理
に
至
る
ま
で
は
、
縦
い
、
無
機
性
体

と
、
有
機
性
体
と
を
、
画
す
る
一
大
鴻
溝
な
り
と
錐
も
、
既
に
、
大

船
橋
を
架
し
て
、
往
来
自
在
な
り
と
請
う
べ
し
、
唯
生
理
よ
り
性
理

に
渡
る
は
、
橋
梁
未
だ
架
せ
ず
、
船
舸
未
だ
備
わ
ら
ず
、
荘
然
と
し

て
、
津
涯
無
き
が
如
し
、
是
ぞ
一
大
難
険
に
し
て
、
百
万
の
師
、
破

竹
の
勢
い
、
追
逐
愛
に
到
る
も
、
逵
巡
四
願
、
其
勢
頓
挫
す
る
の
地

な
る
、
既
に
従
来
の
哲
家
に
て
、
マ
テ
リ
ー
、
イ
ン
マ
テ
リ
ー
の
説

あ
り
て
、
渡
航
す
べ
か
ら
ざ
る
の
、
海
険
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
全

然
た
る
、
別
乾
坤
な
り
と
せ
り
、
…
故
に
、
五
学
の
連
鎖
、
唯
此
処

に
お
い
て
、
一
決
両
断
と
な
る
を
見
る
…
」
（
閂
’
三
）
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生
理
と
性
理
（
心
理
）
と
の
間
な
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
「
全
然

た
る
、
別
乾
坤
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
裂
け
目
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
コ

ン
ト
の
天
文
学
か
ら
社
会
学
に
至
る
「
五
学
の
連
鎖
」
に
も
、
「
唯
此

処
に
お
い
て
、
｜
決
両
断
と
な
る
を
見
る
」
と
言
わ
れ
る
事
態
が
生

じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
「
生
体
学
に
お
い
て
生
理
と
性
理

と
相
結
合
す
る
の
理
法
を
察
す
る
」
（
ず
‐
］
‐
急
）
た
め
に
、
西
は
、
「
生

理
の
実
験
に
拠
っ
て
性
理
の
蕊
奥
を
発
す
る
」
ｅ
‐
］
‐
ｓ
）
べ
き
コ
ン

ト
の
（
と
い
う
よ
り
は
コ
ン
ト
自
身
が
信
奉
し
た
ガ
ル
（
弓
畠
‐
屋
昌
）

の
骨
相
学
の
）
試
み
を
、
ル
イ
ス
を
訳
読
し
つ
つ
確
認
し
よ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
訳
は
中
断
さ
れ
る
。
ま
さ
に
生
理
が
性
理
に

架
橋
さ
れ
る
直
前
に
お
い
て
筆
は
折
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
西
は
コ
ン

ト
は
（
ガ
ル
骨
相
学
は
）
成
功
し
て
い
な
い
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。

別
所
（
『
百
学
連
環
』
）
で
西
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

［
つ
］
「
ド
イ
ツ
に
ガ
ル
（
。
獣
‐
罠
畠
）
な
る
人
あ
り
。
脳
学

（
已
忌
二
．
一
・
四
①
）
を
発
明
せ
り
。
こ
の
人
の
説
に
よ
る
と
、
人
の
才

能
お
よ
び
性
は
頭
に
係
わ
る
と
云
え
り
。
ガ
ル
の
説
は
解
剖
を
も
っ

て
人
の
性
理
を
得
ん
と
欲
せ
し
所
な
れ
ど
も
、
つ
い
に
性
理
を
得
る

に
至
ら
ず
。
然
れ
ど
も
人
の
性
質
は
頭
脳
の
多
少
に
拠
る
が
ご
と
き
、

す
べ
て
人
体
の
発
明
を
な
せ
し
こ
と
甚
だ
多
し
と
な
す
…
」

（す０←０］の臼）

ガ
ル
は
生
理
（
解
剖
）
か
ら
出
て
性
理
（
心
理
）
に
達
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
、
と
西
は
見
な
し
た
。
物
理
か
ら
心
理
へ
と
い
う

「
百
学
連
環
」
は
絶
た
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
哲
学
は
統
一
、

統
括
を
担
え
な
い
（
ま
だ
担
い
え
て
い
な
い
）
と
認
め
ざ
る
を
え
な

い
状
況
に
、
西
は
追
い
込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
次
の
『
知
説
』

（
一
八
七
四
）
か
ら
の
一
節
に
見
る
よ
う
に
、
西
は
コ
ン
ト
に
一
定
の

距
離
を
置
き
始
め
る
。

哲
学
が
も
た
ら
す
べ
き
「
総
合
統
一
の
観
」
に
つ
い
て
は
、
「
今
日

に
い
た
る
ま
で
い
ま
だ
定
論
あ
ら
ず
」
と
さ
れ
、
コ
ン
ト
の
「
立
論
」

に
つ
い
て
も
、
自
ら
が
「
初
学
」
で
あ
る
か
ら
と
断
り
つ
つ
、
「
に
わ

か
に
窺
い
や
す
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
具
体
的
に
は
西
は
コ
ン
ト
、
あ
る
い
は
哲
学
か
ら
は
離
れ
、
独
立

の
学
と
し
て
の
「
心
理
学
」
（
ミ
ル
、
ヘ
ヴ
ン
）
に
向
か
う
こ
と
に
な

る
。
一
方
で
、
コ
ン
ト
が
そ
の
実
証
性
に
つ
い
て
よ
し
と
し
た
「
生

［
て
］
「
け
だ
し
欧
州
学
術
の
盛
、
今
古
に
卓
越
す
と
い
え
ど
も
、
お

も
う
に
そ
の
総
合
統
一
の
観
に
い
た
り
て
は
、
今
日
に
い
た
る
ま
で

い
ま
だ
定
論
あ
ら
ず
と
す
。
ア
ウ
グ
ス
ト
・
コ
ン
ト
諸
学
の
見
象
を

類
次
し
、
単
純
な
る
も
の
よ
り
組
織
な
る
も
の
に
い
た
り
、
五
学
の

模
範
を
立
つ
。
そ
の
立
論
き
わ
め
て
く
わ
し
く
そ
の
識
力
き
わ
め
て

高
し
。
尽
く
せ
り
と
い
う
べ
し
。
た
だ
そ
の
論
た
る
き
わ
め
て
高
上

に
わ
た
る
を
も
っ
て
、
初
学
に
あ
り
い
ま
だ
に
わ
か
に
窺
い
や
す
か

ら
ざ
る
も
の
あ
り
」
（
す
‐
］
‐
一
己
・
具
ロ
ー
巴
＠
）
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（
文
献
）

＊
引
用
箇
所
を
示
す
の
に
は
以
下
の
甲
、
と
、
の
‐
田
の
記
号
を
用
い

た
。
続
く
数
字
が
１
個
の
場
合
は
そ
れ
の
ペ
ー
ジ
数
、
２
個
の
場
合

は
そ
れ
の
巻
数
と
ペ
ー
ジ
数
で
あ
る
。
な
お
引
用
中
の
［
］
は
引
用

者
に
よ
る
書
き
加
え
で
あ
る
。

体
学
」
を
む
し
ろ
未
完
成
と
み
な
し
、
そ
こ
に
特
定
的
に
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
し
て
い
っ
た
こ
と
、
他
方
で
、
コ
ン
ト
が
そ
の
実
証
性
の
確

立
に
全
力
を
傾
け
た
「
人
間
学
」
は
む
し
ろ
問
題
な
し
と
み
な
し
た

こ
と
、
少
な
く
と
も
こ
の
二
点
で
西
の
コ
ン
ト
解
釈
は
独
特
な
も
の

で
あ
っ
た
。
た
だ
仮
に
そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

も
コ
ン
ト
の
哲
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
忠
実
に
、
諸
学
の
「
総
合
統
一
」

を
求
め
て
の
も
の
だ
っ
た
と
言
い
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
か
ら
言
え
ば
、

こ
の
よ
う
な
コ
ン
ト
か
ら
の
離
反
に
お
い
て
も
、
西
が
真
の
移
入
を

求
め
た
哲
学
は
コ
ン
ト
の
哲
学
だ
っ
た
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
（
４
）
。

［
西
周
関
係
］

Ｐ
麻
生
義
輝
『
近
世
日
本
哲
学
史
』
二
九
四
二
年
、
近
藤
書
店
）

す
大
久
保
利
謙
編
『
西
周
全
集
』
全
四
巻
（
’
九
六
一
一
‐
八
一
年
、
崇

高
書
房
）

◎
・
国
胃
①
ロ
叩
・
己
】
・
冒
切
【
・
因
・
・
三
暮
二
ミ
§
⑮
ｓ
ミ
ニ
ざ
烏
冒
燈
亘
§
嵩
§

尋
・
償
葺
（
】
三
・
卑
冒
：
三
田
）

（
１
）
西
が
哲
学
を
ど
う
理
解
し
た
か
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
は
、
上
に

列
記
の
も
の
含
施
）
を
始
め
、
多
数
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は

コ
ン
ト
へ
の
言
及
も
必
ず
あ
る
が
、
局
の
場
合
を
除
き
両
者
の
関
係

は
必
ず
し
も
主
題
化
さ
れ
て
い
な
い
。
【
に
お
い
て
は
コ
ン
ト
の

「
統
一
科
学
」
の
考
え
、
ま
た
「
人
間
性
論
」
が
特
に
取
り
上
げ
ら

ｇ
植
手
通
有
編
『
西
周
・
加
藤
弘
之
』
（
一
九
八
四
年
、
中
公
バ
ッ
ク

ス
・
日
本
の
名
著
）

⑪
蓮
沼
啓
介
『
西
周
に
於
け
る
哲
学
の
成
立
』
（
一
九
八
七
年
、
有
斐

閣
）

［
小
泉
抑
『
西
周
と
欧
米
思
想
と
の
出
会
い
』
（
’
九
八
九
年
、
三
嶺

書
房
）

中
島
根
県
立
大
学
西
周
研
究
会
編
『
西
周
と
日
本
の
近
代
』
（
二
○

○
五
年
、
。
へ
り
か
ん
社
）

［
コ
ン
ト
著
作
］

Ｃ
・
ｏ
・
穏
湧
烏
、
言
冒
＆
言
、
。
曼
蔚
．
。
ご
奇
。
（
］
＠
＄
．
Ｏ
昌
戸
罵
寓

Ｑ
昌
房
昌
一
○
口
）

□
・
□
言
・
冨
冨
国
号
｝
両
畳
三
℃
・
包
蔓
（
ご
墓
・
ぐ
『
曰
）

岡
・
同
三
冒
烏
、
⑩
§
⑮
周
二
』
］
９
冨
毘
（
］
召
Ｐ
三
ｓ
き
■
）

注
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（
２
）
引
用
箇
所
の
表
記
で
の
具
の
使
用
は
、
西
の
元
テ
キ
ス
ト
が
白

文
な
い
し
は
白
文
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
場
合
に
、
引
用
文
と
し

た
読
み
下
し
文
を
参
照
（
借
用
）
し
て
き
た
参
照
先
（
借
用
先
）

（
３
）
コ
ン
ト
は
処
女
作
『
社
会
再
組
織
に
必
要
な
科
学
的
作
業
の
プ

ラ
ン
（
、
ｓ
ョ
烏
白
目
目
員
菖
⑩
員
葛
管
図
急
ｏ
四
目
言
匂
己
・
冒

忌
・
碕
冒
言
、
百
国
・
ロ
獄
尽
）
』
（
】
冒
凹
）
の
「
序
論
」
で
す
で
に
「
ア

ナ
ー
キ
ー
」
を
根
本
問
題
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
論
を

展
開
さ
せ
て
い
る
（
田
凸
台
）
。
何
よ
り
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
露
に
し
た

こ
の
「
ア
ナ
ー
キ
ー
」
状
態
を
克
服
し
て
い
く
こ
と
が
、
コ
ン
ト

こ
の
「
ア
ナ
ー
キ
ー
」
状
態
を
一

終
生
の
哲
学
的
課
題
で
あ
っ
た
。

（
４
）
①
西
が
哲
学
に
「
百
科
連
環
」

と
は
言
え
、
本
稿
で
は

接
的
な
対
比
を
試
み
た
。

れ
て
、
そ
れ
と
西
の
思
想
形
成
と
の
詳
し
い
突
合
せ
が
な
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
も
多
く
を
由
に
負
っ
て
い
る
。
た
だ
ひ
と
こ
と
言
え

ば
、
コ
ン
ト
思
想
と
い
う
こ
と
で
【
が
参
照
す
る
の
は
、
コ
ン
ト

自
身
の
著
作
で
は
な
く
、
実
証
主
義
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
移
入
に
努

め
た
ｏ
・
因
・
Ｐ
２
の
の
（
】
ぬ
コ
ー
］
召
函
）
の
著
作
で
あ
る
。
こ
れ
も
も
ち

ろ
ん
十
分
に
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
西
自
身
が
直
接
に
引

く
の
が
、
コ
ン
ト
の
で
は
な
く
旧
２
局
の
の
著
作
な
の
で
あ
る
。
「
西

の
コ
ン
ト
知
識
は
コ
ン
ト
の
原
著
で
は
な
く
、
そ
の
通
俗
的
解
説

書
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
ｅ
‐
］
‐
ｓ
］
）
。

と
は
言
え
、
本
稿
で
は
コ
ン
ト
自
身
の
言
葉
と
西
の
言
葉
と
の
直

た
読
み
下
し
文
を
参
照
（
借
［

の
指
示
を
行
う
た
め
で
あ
る
。

を
見
て
、
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
も

求
め
た
そ
の
こ
と
自
体
の
理
由
と
意
味
、
ま
た
、
②
「
連
環
」
を

達
成
す
る
に
は
ガ
ル
で
は
不
十
分
で
あ
る
が
ゆ
え
に
コ
ン
ト
は
社

会
学
に
進
み
、
そ
こ
で
「
主
観
的
統
一
」
ｅ
‐
ご
）
を
模
索
し
た
の

で
あ
る
が
、
西
が
社
会
学
の
こ
の
い
わ
ば
哲
学
的
意
味
を
ほ
と
ん

ど
省
み
て
い
な
い
こ
と
の
理
由
と
意
味
、
こ
の
二
つ
の
問
題
が
こ

こ
で
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
考
究
の
課
題
と
し
て
い
き

た
い
。
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